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1.研究背景と目的 

 Timed Up and Go test（以下，TUG）は，高齢者の移動能力を客観的に評価する指標であり，

日本でも保健活動の評価指標として活用されている．しかしながら，実際にはカットオフ値以内

に TUG を遂行する高い移動能力を有する高齢者でも，5 人に 1 人は 1 年間に 1 回以上転倒する

との報告もあり 1)，転倒予測の能力として限定的で，他の情報も合わせて多角的に評価するべき

とも言われている 2)．そこで本研究は，高齢者の移動能力をより詳細に評価するため，健常高齢

者を対象として TUGの運動学的分析を行い，TUG所要時間だけでは判別できない臨床的な指標

を見出すための基礎的研究として位置付けた．  

2.方法 

 対象は，健常高齢者 28 名（男性 10 名，女性 18 名，年齢 71.2±5.1 歳，身長 157.3±8.8 cm，

体重 55.9±10.4 kg）と健常若年者 22 名（男性 7 名，女性 15 名，年齢 20.8±0.8 歳，身長 161.8

±6.7 cm，体重 54.4±4.8kg）とした．計測課題は， TUG とし，三次元動作解析装置を用い 5

試行計測した．データは，次のように解析した． 課題 1）TUGを起立，往路，方向転換，復路，

着座の 5 区間に分類し，各区間の時間配分を算出した．また，往路，方向転換，復路の区間にお

ける歩行速度，方向転換時の歩行速度の減速を示す速度変化率（100－（方向転換区間 歩行速度

／往路 歩行速度×100））を算出し，これらの項目を群間および群内で比較した．課題 2）往路区

間，方向転換区間について，動作の指標（ステップ数，ステップ時間，総軌跡長，歩幅，歩行速

度，速度変化率），姿勢の指標（身体傾斜角度）を算出し，これらの項目を高齢者と若年者で比較

した．さらに，高齢者における運動学的パラメータについて相関分析を行った． 

群間および群内の比較は二元配置の分散分析と多重比較（Bonferroni）を，群間のみの比較は

対応のない t検定を，相関分析には Pearsonの積率相関係数を用いた（有意水準 5%）． 

3.倫理上の配慮 

本研究は，国際医療福祉大学倫理審査委員会（14-Ig-111），神奈川県立保健福祉大学倫理審査

委員会（保大 7-36）の承認を得て実施した． 

4.結果 

課題 1）TUGを 5区間に分類し，群間で比較した結果，高齢者では方向転換，着座区間の時間配

分が有意に大きかった．往路，方向転換，復路区間の歩行速度は，すべての区間において高齢者



の方が有意に低下し，往路区間から方向転換区間の速度変化は高齢者の方が有意に小さかった． 

課題 2）方向転換区間において，高齢者は若年者と比較し，ステップ時間，総軌跡長，歩幅が有

意に大きく，身体傾斜角度が有意に小さかった．この結果，高齢者は方向転換中のステップに時

間を要し，直立に近い姿勢で大回りの方向転換をすることが分かった．また，高齢者の TUG 所

要時間と方向転換区間のステップ時間，総軌跡長，歩幅に正の相関を，高齢者の TUG 所要時間

と方向転換区間の身体傾斜角度に負の相関を認めた．高齢者の速度変化率と方向転換区間の総軌

跡長，歩幅，に負の弱い相関を，速度変化率と往路歩行速度に正の相関を認めた．往路区間の歩

行速度と往路区間のステップ数および方向転換区間の歩幅，往路区間のステップ数と往路区間の

歩幅に負の相関を，往路区間の歩行速度と方向転換区間の歩行速度に正の相関を認めた． 

5.考察 

TUGの時間配分において，高齢者では方向転換区間の割合が大きくなった．方向転換動作では，

方向転換の回転中心に向かって身体は傾斜する 3)．この傾斜は，歩行速度 4)と回転半径 5)に依存し

ており，これらを適切に調整することによって方向転換時の移動距離を最小限にした方向転換が

可能になる．今回の結果から高齢者は，方向転換時の歩行速度を遅くし，身体の傾斜を少なくす

ることによって，回転運動を緩やかにし，大回りの方向転換動作を行っていると考えられた．ま

た，相関分析の結果から，往路区間と方向転換区間の歩行速度の減速が困難な高齢者ほど，あら

かじめ往路区間の歩行速度を遅くし，大回りであっても急激な減速をせず方向転換ができるよう

に調整していたのではないかと推測された．さらに，往路区間の歩行速度が遅い高齢者では，往

路区間と方向転換区間の歩幅の調整に支障をきたしている可能性が示唆された．これらの結果か

ら，往路区間と方向転換区間の歩行速度および歩幅の調整に支障をきたし，方向転換時に大回り

する高齢者は，TUG所要時間が長くなる傾向が明らかとなった．往路区間および方向転換区間の

歩幅の変化や，大回りの方向転換は，動作観察によって確認ができ，TUGの計測と併せて簡便に

評価できる指標となり得ると結論づけた． 

6.結語 

 本研究の結果から，往路区間と方向転換区間の歩行速度および歩幅の調整に支障をきたし，方

向転換時に大回りする高齢者は，TUG所要時間が長くなる傾向があることが分かった．所要時間

のみを評価する TUG に，対象者の往路区間の歩行や方向転換動作の観察を組み合わせることに

よって，臨床的に有用な指標となる可能性が示唆された．  
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